


アンカーセッターの取り付け3

土台用アンカーボルトの配置

アンカーボルトの位置ずれの対処

柱脚金物の取り付け(PB金物の場合)
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7 平角柱用柱脚金物の設置の注意事項

鋼製型枠の場合：クランプで型枠に挟んで固定

木製型枠の場合：ビスで型枠に直接固定

＜注意事項＞

アンカーセッターは型枠に固定するため型枠の位置精度が

重要となります。

コンクリート打設時に型枠が移動しないよう十分な型枠の

補強を行ってください。

アンカーセッターの設置時にアンカーボルトの設置高さを

再度ご確認ください。

※アンカーボルトの設置位置は、水糸を張るなどして

　最終確認を行った後、コンクリートを打設してください。

□アンカーセッターはPB12用・平角柱兼用とPH17用があります
　PB30・36の場合は「平角柱兼用」をご利用ください。

③平面位置15㎜を超えるずれ　　　　　→　NCNへ連絡し、対処方法を相談

②平面位置10㎜を超え15㎜以内の場合　→　NCNが供給する補正座金を使用し現場で是正処置

①平面位置10㎜以内のずれの場合　　　→　金物に付属する偏心座金で対応

　※是正処置は、補正座金の取り扱い説明書・ＳＥ構法マニュアルに従って施工する事。

　※平面位置15㎜を超えるずれの場合、状況により基礎の再施工となる可能性があります。

□ＰＢ金物の場合　（PB12・PX12・PB24・PB30・PB36）

□ＰＨ１７の場合
①平面位置5㎜以内のずれの場合　　 　→　金物に付属する偏心座金で対応

②平面位置5㎜を超え15㎜以内の場合 　→　NCNが供給する座金を使用し現場で是正処置

③平面位置15㎜を超えるずれ　　　　　→　NCNへ連絡し,対処方法を相談

　※是正処置は、ＳＥ構法マニュアルに従って施工する事。

　※平面位置15㎜を超えるずれの場合、状況により基礎の再施工となる可能性があります。

□土台用アンカーボルトは、NCNが発行する「　　　　　　」に基づいて施工してください。アンカー伏図
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高耐力壁の場合 ※一般耐力壁、中間部は2000mm以内とする

・土台用アンカーボルトは耐力壁周りに配置しますが、特に耐力壁端部のアンカーボルトは重要です。

　※ＮＣＮで基礎計算を行わない場合は、別途施工図を作成してください

①基礎の天端のレベルの確認・調整を行う。金物直下の基礎天端は、できるだけ平滑にする事。

△▲注意事項▲△

□柱脚金物の取付けは以下の手順で行います

⑤柱脚金物の配置向きの確認 【重要 】

　アンカー図・柱脚金物配置図で金物の設置方向を確認してください。

⑥柱脚金物を設置し、偏心座金とハイブリッドナットで固定する。

　ハイブリッドナットは、軽く手で締めた状態でマジックでマーキングを行い、180°程度回して締め付けてください。

②土台・柱脚金物設置用の墨出しを行う。

③アンカーボルトの出寸法(50㎜　-5mm～+15mm)を確認。70mm以上では金物と干渉するおそれがあります。

④アンカーボルトの芯ズレ(±10mm以内)を確認。誤差±10mm以内は偏心座金で対応可能。

・出寸法が70mmを超えて大きい場合、あらかじめ余長をカットする必要があります。

180°

マジック

※ハイブリッドナットは、

　軽く手で締めた状態でマジック

　でマーキングを行い180°程度

　回して締め付けてください

【ナットの締め付け】

芯の刻印

アンカー図を参照の事！！

金物設置方向に注意

【アンカーボルトの誤差 】

※専用レンチ

PB12金物

据付

基礎

※ハイブリッドナットとは、
緩み止め座金を一体化した
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※偏心座金で10㎜以内の誤差に対応

または、メガネレンチ

偏心座金
(柱脚金物と同梱)

(アンカーボルトに付属)

ハイブリッドナット

芯墨

偏心座金

M20用(30mm )で固定

メッシュ加工面が重なるように設置

アンカーボルト専用のナットです。

・ナットの固定は、ＮＣＮが販売する専用レンチまたは、メガネレンチ30mmを使用してください。

水平器
金物高さ

③金物を設置した際に、必ず水平器を用いて水平精度をご確認ください。

②金物の設置高さは、金物の両端２ヶ所以上の位置でご確認下さい。

金物高さ

　柱脚金物は剛性が高いため、柱を立てた後の建て起こしの調整は困難です。

④アンカーボルトの設置・誤差の対処方法は、前記方法による。

□柱脚金物は、以下の点に注意して設置を行って下さい。

□平角柱用柱脚金物

　120×240　：　ＰＢ２４

　120×300　：　ＰＢ３０
　120×360　：　ＰＢ３６

①特に平角柱は、柱脚金物の設置の精度が建て方の鉛直精度に大きく影響します。

固定方法は以下の通りです。

施工時、やむを得ずアンカーボルトがずれた場合には、下記の方法にて対応してください。

※クランプは別途ご用意頂く必要があります。

！　規定以外の方法で是正を行った場合、ＳＥ構法の構造性能を保証できません。

・アンカーボルトは、M12定着長さ250㎜以上(フック又はカサ付)を使用すること。(Zマーク金物)

・高耐力壁の端部の柱からは、両端250㎜以内にアンカーボルトを配置してください。

M20アンカーボルト

　※補正可能な最大許容誤差±15mmを超える場合は台直し等の対処が必要。

基礎施工の標準的な作業は本取扱説明書の通りとし、規定外の施工、

または補修を行う場合は、ＮＣＮにご相談ください。


